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農
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後
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模
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四
九
0

筒
町
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村
を
選
定
し
、
更
に
备
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讨
每
に
代
.表
.的
ニ
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'

部
落
を
選
定
し
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部
落
の
全
戶
#
三
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九
七
戶
■に
付
戶
別
調
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實
施
レ
た」
調
茶
結
艰
翁
痛
薇
式
甲)

の
.大

要

を

收

錄

し

.た
も
の
で
あ
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調
茶
對
象
と
さ
れ
た
時
期
は
昭
和
十
五
苹
三
月
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I

ょ
り
昭
和
十
六
^*
ニ
月
末
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調
淹
さ
れ
た
事
項
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;
帶
の
狀
況
及
び
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働
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況
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業
經
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付
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農
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況
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人
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用
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況
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農
機
具
利
用
狀
.況
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農
業
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別
生
產
狀
況
、
農
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の
生
.產
性
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農
業
外
所
.得
‘

.

坐
活
狀
況
、
中
舭
の
生
活
を
爲
ず
場
合
、の
農
家
經
濟
安
定
性
を
<
か
む
寺
は
め
て
廣
汎
な
>
か
つ
貴
重
な
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嵛
で
、
そ
の
分
析
か
.ら
は
恐
ら
く
興
味
あ
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幾
多
の
事
實
が
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ら
さ
.れ
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で
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あ
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經
濟
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す
る

も
の
と
推
定
し
て
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.十
六
表
で
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等
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べ
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ヶ
ン
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經
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表
原
表
の
說
明
に
は
矛
砑
な
し
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‘
せ
さ
t

?

あ

f

し
て
、

一

七
六
六
^
-
乃
至
七
S

前
の
經
観
に
關
す
る

_

述
は
> 
殊

妄

想

一

が

騰

で

t

、
又
共
の 

以
後
の
%'
作
は
&
濟
表
0.
_
表
の

-1
:
明
に
':翁
|:
に
俩
尊
重
耍
な
る
も
の
を
附
加
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
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1
に
ょ
り
て
*
ヶ
ネ
エ 

の
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經
濟
表
の
分
析J

と
ミ
ラ
ボ
オ
侯
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農
業
哲
學
綱
要』

.
と
の
記
述
に
從
ひ
て
V

M
に
改
め
て
經
濟
表
原
表
の
解
說
を
試
み
る
C

ぶ
し
な
が
ら
、
シ
ユ
.•ハ
ン
の
説
明
も
、

フ
エ
ル
ヵ
.ァ
傅
士
の
解
說
も
吾
々
h

滿
足
せ
し
A

る
も
の
で
な
い
こ
と
は
山
ロ
正
太
郞
博
士
か
ク 

『

火
阪
商
科
大
8

S

研
究
S

J

第
四
號
に
霞
せ
ら
れ
し『

經
濟
表
の
研
究』

に
論
述
せ
ら
る
A

で
あ
る
。
而
も
、
山
ロ
博
士
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こ
の
研
究
も
亦
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經
濟
表
原
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の
問
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の
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を
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す
る
も
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あ
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經
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ラ
ボ
ォ
侯
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經
濟
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と
典
解
說』

を
參
照
し
つ
>
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其
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入
.す
る
地
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If-

の
所
得
六
百
？

ヴ
ル
を
各
階
級
の
支
出
の
基
-本
と
す
る
經
腐
表
原
表
を
髮
す
る
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と
、
す
る
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一
一
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總
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濟
表
原
表
の
第
一
段
階
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地
主
階
級
の
所
得
も
生
産
階
級
の
年
役
资
.に
就
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經

ま

齡M

版
柿
入
の
原
窗
業
す
る
各
隙
級
の
交
出
の

_

と
な
る
地
主
办
所
得
六
西
リ
し
ソ
ル
.は
既
に
檢
港
せ
る
切
く 

I

H

の

當

當

戳

I
；

千
萬
I

パ)

.
§
般

的

に

大

糧

雜

が

實

施
f

れ

飞
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投
資
と
し
T

二

壬

ニ

豐
S

香

f

四
f

丨
ヴ
ル
が
裏
せ
ら
れ
、
叉
收
.場•

葡
萄
園

•
徵

.
•森
牀
等
に
十
億
？

ヴ
ル
，
の
原
投
資
が
投
下
.せ
ら
る
、
農
業
の
1

狀
態
に
於 

て
、
ド
分
ノ
一 
嘲
と
し
て
の
.一

室
千
萬
リ
丨
ヴ
ル
を
除
き
、
租
税
三
億
リ
o
グ
ル
，を
納
め
た
る
後
の
她
主
の
.純
所
得
S
ハ
億
”

1

ゥ 

■:
.-ルを「

火
な
る
數
字
S

分

が

表

翁

&

も
大
と
な
す
を
避
け
A

s
め

^
^

:1
s
'
P, 

4
5
)

‘

主

證

裏

戶

と

義

す

I

以
.つ
§

蓉

し

て

#

出
せ
々
滩
^

央
の
所
得
は「

糧

微

收

濟」

史

嘗

P

I
多

と

劈

る
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3-
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於
て
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文
ll
l
i
r經
濟
表
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-1
年
役
資
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十
割
じ
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|
§
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港
波
文
靡T

經
'濟
表
1
-
1四
頁)

.の
純
收
益
を
生
す
る
..も

0)
.と
.ず
る
0〕

故

1
1旗
表
の
左
側
に
こ
の」

「

所
得
六
西
リ
ー
ヴ
ル
を
坐
產
.す
る 

爲
の
年
投
资
六
丙
リ
：し
ヴ
处」

と
記
し
逼
：の
坐
：む
純
收
益」

と
し
で
中
央
：の
地
生
0
所
得
六
百
リ
丨
次
'ル
.と
點
線
に
て
結
ぶ
。
.ケ
ネ
エ
，
 

ば
^
の
：過
程
を
說
明
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「

小
作
人
に
よ
り
て
き
作
に
使
用
さ
れ
ね
哔
投
資
方
^:
リ
ー
ヴ
：ル
を
以
つ
て
農
失
が
‘餅
哔
度
に
生
ぜ
し
め
た 

所
の
純
收
權&

賣
却
は
所
得
六
百
リ
ー
ヴ
ル
，
の
支
拂
を
地
主
に
與
へ
る
.
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l
^
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错
波
文
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經
濟
.表』
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八
頁
丨
傍
點
筆
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と
.記
述
す
る
0
然
る
に
、
輕
濟
表
原
表
の
此
の
'第
一
過
程
に
關
し
て
、
‘從
來
-

】

一
つ
の
主

^
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れ
れ
て
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疑
卯
の
第
一
は
小
作
人
の
年
投
資
に
關
す
る』

の
で
、
.そ
れ
が
.農
産
物
で
あ
.る
か
、
又
は
貨
幣
で
あ
.る
か
と
云
ふ
こ
と
、
、
そ
れ 

が
本
^

の̂
苹
投
齊
で
あ
る
か
、
：そ
れ
と
;̂

前
苹
度
.の
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
.ニ
點
.で
あ
る
0

.:
へ

： 

、

.從
來
，
オ
ン
ケ
ン
の『

經
濟
學
史』

の
說
明
に
よ
り
て
.漠
然
と
そ
れ
は
货
滕
と
し
て
解
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
シ
ュ
パ
ン
の『

經 

濟
學
說
史1

に
在
り
て
は
經
濟
表
に
’示
さ
'る
、
現
象
は
凡
べ
1:
財
貨
の
移
動
で
あ
る
と
し
、
從
つ
て
こ
の
-¥
投
資
も
農
產
物
と
解
釋
す 

る
。
又
フH

ル
ヵ
..ァ
傅
士
も
地
主
の
所
得
を
貨
幣
と
す
れ
.ば
、
小
作
人
の
こ
の
年
投
資
は
農
産
物
の
み
に
よ
り
成
る
も
の
で
あ
る
と
解 

釋
せ
h
ボ
な
ら
ぬ
.も
の
で
^
る
と
主
張
す
る
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ら
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經
濟
表
の
嫌
明
|
に
所
得
の
中
、
：經
濟
表
の
秩
序
に
於
て
：

「

生
產
的
支
出
に
移
つ
て 

行

.つ
た
ー
ご
^
リ
ィ
^
ル
は
其
處
.へ
，
貨

幣

で'投
資
を
爾
ら
すj c
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m 第 二 版 源 表 ^

1 ‘衲 主 階 級 ' 庭 隖 級  

小 作 人 ， 一 瓦 —1 F ™  : が — ^ T ~ - y : 
雄 投 す - Pfr #  :::マ: な 投 W

舞  ° : ‘ 300

i 産 物 ： 純 巍 作 s 

3°0 _300 _  _ _ >  300

75 75

37-10 37一10 〜 二 ニ ^  37-10
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參
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濟
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右
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右
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れ
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濟
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濟
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西
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濟
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濟
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付
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塞
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す
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、
人
體
に
於
け
る
价
液
の
如
、

社
#
各
階
級
を
循
31
す
，|

.
の
.
-で
ぁ
っ
て
、
共
速
さ
及
び
規
則
芷
し
さ
に
よ
り
て
、
社
#
の
述
康 

泠
人
體
の
脈
搏
に
よ
る
と
同
機
に
刹
斷
，し
得
る
ち
の
で
あ
も
と
論
ず
る
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地
主
.
の
所
得
六
百
リ
ー
ヴ
ル
の
中
、
經
濟
表
の
秧
/ T

-
に
於 

T

.

.生

產

的

支

出

，
に

移

つ

で

行

っ

た

三

西

-1
;

1ヴ
ル
は
興
處
へ
« '
^ >

で
投
資
を
嚮
ら
す」

.
、も
の
と
.記
述
し
、

地
主
階
級
よ
り
あ
取
い 

金
と
し
^
^
け
取
る
金
額
は 

'

生
摩
及
び
不
生
產
兩
階
級Q

相
互
的
讓
と
分
配
とU

よ
りp

最
少
の
金
額
に
M

る
が
T

，
同
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で
»

分
せ
ら
る
、
も
の
と
說
ぐ
の
で
あ
る
-
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h

义

シ
ュ
.ハ
ン
は
::
:
地
主
.の
収
得
す
る
農
產
物
の
|
半
が
、
其
坐
活
必
需
品
を得
る
た
め
に
農
夫
の
手
に
逆
流
す
る
過
程
に評

！！

し 

て
、「

之
に
就
.て
は
、そ
の
當
時
行ゆ
れ
2

た
分
.益
小
作
農制
度
、
即
ち
ノ
土
地
收
穰
物
の
半
ハ
刀
が
小
作
人
の
懷
に
殘
る
制
度
が
考 

察
の
對
象
砵
な
つ
てゐ
る」

(

饑
野
雄太
郞
氏
譯『

シ
'.
-
,パ
.ン
'
!

g

濟
學
說
史』

.七
四
頁)

：と
做
す
9
このシテパンの

.解
釋
は
、

也
主
、
 

と
づ
竹
人
沿
の
こ
の
過
稃
を
、
地
主
の
農
產
物
購
入
過
程
と
せ
中
し
て
、
兩
者

0
收
獲
分
配
の
過
程
と
做
す
も
の
で
、

「

也
上
に
よ
つ 

て
,.
'

所
得
六f

丨
ヴ
、ル
の
一
半
鐘
醉，葡

篇

•：
肉
等
の
た
め
に

坐
產
階
級
に
向
？

吏.

出
さ
れ
M
々TCP. i

:
l

文
® -

經
濟 

表』

.

一.

ブrA
)

と
む

ふ
ヶ
ネヱ
の
說
明
に
、

一
致
せ
ざ
る
ぢ
の
で
あ
る
。
又
.、
ケ
'ネ
エ
：がr

敍
で.

は
半
を
以
T
行
は
れ
る
小
^
货
î
:
yr
:
_
、.
ji
j 

ち
、
分
益
小
作
農

 

>
:
.
に

就

て

衮

っ

て

居

る

0

で
は
な
い」

„ eT
a
b
l
l

o
Econogique by 
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F
.
Q
i
n
s 

p. yi 

耑
波
文
k

『

經
鮮 

表』
n

四
頁)

と

法
意
する
に
據
り
て
も
、
，
經
濟
表
が斯
る
分

益
小
作
農
制
度
.を
装
礎
と
す
.る
も
の
で
な
い
こ

と

は明
か
で
^
る

。

‘ 
f

l

.

:『

大

厨

_

s』

、.の
，第
六
卷
.『

小

作

人』

：の

瑣

に

，

，
ヶ

ネ
'
'ヱ
は
、
.當

時

办

分

益

小

作

人

の

中

.ヤ
小

ぷ

や

、
家
密
權 

入
の
資
金
の
利f

f

と
し
S

貨
幣P

地

唐

收

, A
眞

へ

言

の

が

.あ
り 

>
.而
I
、

- :
般
R
こ€

收
人
は
■

鍵

い

が

-
鼻

の

所

' 

前
也
に
'居
輿
せ
#
し

1:
,收
獲

0
分
'配
を

'取

得

し

所

な

い
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の
.で
あ
る
，と
論
^

6 

0 

從
'.

つ
て 

'.;
'
,
;
大
規
模
刺
作
を
前
&
と
す
石
齡
が
表
に
;/
> 

卞
？
小
作
«-
が
物
納
で
あ
る
.と
は
脔
へ
縛
'̂
'
.れ
&
い
5
故
に
.ヶ
.ネ
土
は
經
濟
表
第
ニ
版
の『

經
濟
表
0-
說
明』
に

「

農
夫
が
前
印
度
に
‘ 

上
ぜ
し
め
^

资̂

ぎ

ぎ

ぎ

が

ぎ

^

し

^
泛

^
客
ロ
^

备̂

旨

嘗

か

豸

^

'(6
肩

§
\

”
：す
'
.
1
ぐ
辑
波
文
靡
、『

經

濟
一

八
M—

^

.f 

.筆
者)

が

1>
地
茧
に
：其
所
#
六

菌

ド

ー

ヴ

ル

を

與
.へ
る
も
め
^
あ
6:
.ど
記
述
す
令 

本
稿
に
て
は
、
生
鹿
階 

級

の

小

乍

人

.の

年

投

資

：六

貢

1
{
•ゥ
ル
を
货
膽
で
あ
る
之
し
た
が
ノ
^
に
又
，
^
^

.

す
'る
.々
然
ら
ば
、
一
雨
者
い
づ
れ.毛
貨
幣
¥

し
：て
何
等
不
都
合
を
生'す
る
5

^

又
i

斯
く
小
作
料
を
金
納.と
し
て
、
紳
收m

の 

寶
却
は
.可
時
、
：：何
人
！
2
對
し
て
行
は
れ
ね
か̂

斯
く
の
如
き
疑
問.に
答《

.ね
：ば
な
.ら
ぬ：：こ

、：

と
：、
な
る
.
#
、
.そ
れ
：は
'經
濟
表
原
表
の
货
幣 

循
環
の
遒
程
に
於
て
自.も
-雙
が
と
な
る
を
以
：つ_て
、，
囊

0

說
明
を
續
行
す
る
？
と>
.す
る
。

'

,
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し
.て
、
經
濟
表
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表
の
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謹
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料
W
J
,し
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地
茧
に
貨
幣
ハ.百
リ
；
ヴ
‘ル：

を
納
-付
す
る
時
.は
：
货 

' 

' 

‘
/

幣
の
.み
が
，'1
.方
’的
，に
移
動
す6
の
で
.あ「

.る
が
、
.爾
後
の
過
•程
に
在
り
.て
は
、
何
れ
も
貨
幣
か'、
_

入
す
'る
商
品
め
代
愤
と
し
て
女
拂
は 

' 

.
る
•
、
.も
の
：で
あ
る
か
ら
、
貨
幣.の
：移
動
每
に
、

必+

等
價
値
の
財
貨
が
反
對
の
方
向
に
移
動
す
る
も
の
と
蔣
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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農
業
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循
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^

る
貨
幣
に
ょ
，
て
購
人
せ
ふ
れ
る
日
常
钜
活
.に
：必
要
な
る
財
貨
の
從
在
を
想
定
せ
ね
ば
な 

' 

ら
ぬ」

も
の
と
故
し
.，
：

「

支
出
さ
れ
た
貨
幣
额
と
等
し
き
商
品0>
._
入
を
想
像
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
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で
あ
る
か
ら
、

一
定
額
の
貨
胳
の
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循
環
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條
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；
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得
る
も
の
で
あ
るJ
C

^

S

I

P
B:
® n

l
r
a
l
e
e

 t

 

I. 

p. 

6
5
)

と
論
ず
る
。

.

,

.

.

x
r 
>
■泳
^は

；：

|

_
表
の
分
析』

'め
嬰

約

$
:
雜
濟
表
範
式
一
を

 

販
寶 

せ
：.
れ
fe
v
c签

の

；vft
値
と
_
賀

必
/1
め
に
，荚
拂
つ
れ

貨̂
幣

0)

>衝
値
上
^

る̂
し
。
一(Rp

trysiocratî
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主
階
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へ
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：
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I
へ,

經
濟
表
原
表
の
第
，

1 、

段
•
の

過

程

に

於

て

、
：
，
，
小

作

人

.
よ
^

小
作
料
を
免
け
取
り
；
* 

.租

税

を

納

付

し

て

後

、
，
六

百

';
,
ト

ヴ

ル

の

货

幣

を

取 

•

得
し
た
る
地
虫
M

、
i

，.
葡
萄
酒
•
.
肉
等
を
購
入
す
る
た
め
に
ご
の
：純
所
得
の
半
を
生
產
階
級
に
支
出
し
、
他
の
一
半
を
以
つ
て 

衣
服
•

家
具
ン
家
財
等
を
不
生
產
階
級
よ
り
購
入
す
る
も
の
と
做
す
。

0̂
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斯
ぐ
地
主
が
y

.

敗
所
得
を
生
產
•

不
生
產
兩
階
鋏
に
等
分
に
支
出
す
る
.
こ
と
が
-
經
濟
表
の
栽
木
的
换
序 

1
'ン

.

.
で
あ
り
、'
斯

く

し

て

、
，

■
初
め
で
* 

.恒
久
的
に
同
額
の
農
產
物
の
抨
生
產
が
可
能
と
.
.な
り
、
從
つ
て
、
^

々
同
額
の
：地
主
階
級
の
所
得
が 

保
證
せ
ち
Ir
t

.'
*

'

年
々
同
額
の
貨
幣
が
同
じ
循
環
を
反
覆
し
得
る
.
こ
之
X

な
る
：の
で
あ
る
。
而
し
て
：、
こ
の
購
入
す
る
農
產
物
三
? 1
リ
ー 

.

ヴ
ル
と
.

製
作
品
三
百
リ
ー
.
ヴ
：

ル
.：

の
使
用
消
費
に
よ
り
て
？
地
主
：の1

家

は

，
.一

ヶ

年

の

生

お

を

營

む

も

の

と

す

る
。
.一
 

-.
-

然
ら
ば
、
こ
の
過
.程
.
に
先
立
つ
て
當
然
•

.

生
齑
階
級
の
小
作
人
は
三
百
リ
ー
グ
ル
の
農
產
物
を
、: :
.又
、
不
坐
雨
階
級
の
職
人
は
三
s '

.

リ
|
ヴ

ル

.0
製
作
品
.を
所
有
し
て
ゐ
た
も
切
と
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
0
.
,
.

* .

こ
の
'
意
味
に
於
て
:.
'

經
濟
表
原
表
の
上
部
左
側
にC

農
產
物」

、
.

右
側
に「
製
作
品」

.

七
記
入
3,

れ
て
あ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
而 

.

し
て
、
，此
等
を
地
主
に
寶
却
せ
る
後
、
彼
等
は
、：.何
れ
も
、
：

111
'

亩
リ
：丨
ヴ
：ル
の
貨
幣
を
所
有
す
る
こ
と
、
な
る
。
即
ち
、
商
！：||
|
|
の
'
货
»

へ.
0
.
形
態
變
換
が
符
は
れ
:?
:

の
.
で
ぁ
る
。、
本
稿
の
第
三
圖
'
原
表
解
說
1
1表
に
在
り
で
は
，.，'0
:0
變
化
を
、
：矢
標
を
以
つ
て
，
原
表
の
：刚

.

.

.

. 

' 

.

.

.

.

.
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側
.に
示
す
こ
と
>
す
る
？ 

.
，
'■
.

':
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•

(2
)
生鹿赂級に坐する變化

/:
バ
へ
.」 

丨
'
 

,

次
ぃ
で
.

ヶ
ネ
ェ
は
，
地
主
の「

所
得
の
中
•
經
濟
表
の
秩
序
に
於
て
生
産
的
支
出
に
移
つ
て
行
っ
た
三
西
リ
ー
ヴ
ル
は
塵
へ
貨 

幣
で
投
資
を
窗
し
、
そ
れ
が
地
主
の
所
得
の
神
生
產
の
1.
部
を
成
す
所
の
純
收
獲
三
西
リ
|

ヴ
ル
を
得
坐
產
す
な」

(
I

v
p

.
i

i

 

"
沿 

波
文
©

 

r

經
.濟
表』

ー
〇
頁
丨
傍
點
筆
®

と
說
明
す
る
。.
.
こ
れ
、實
.
に
、本
本
度
の
¥

投
資
六
西
リ
ー
ヴ
ル
の
ム
半
を
^
成
す
る
货
幣 

資
本
'
三
百
リ
ー
ヴ
ル
で
ぁ
り
、/
坐
產
階
級
の
農
業
經
營
‘
者
^

る
/]
>

作
人
が
所
有
せ
、る
商
品
と
し
て
の
前
苹
度
の
純
收
獲
の
農
產
物
の
一 

部

が

'賣

却

に

ょ

り

て

 

> 

貨
胳
資
本
に
轉
化
し
[ :

の
で
あ
る
0
.
而

じ

て

、

，

J

の
貨
幣
資
本
が
、
そ
の
ま
、
で
-'直
ち
に
純
收
獲
を
坐
鹿
す 

る
も
の
.
で
な
.
い
i

と
ば
當
然
で
あ
る
。'
ケ
ネ
干
は「

地
.
主
に
儘
物
を
賣
却
す
.
る
こ
.
と
；
に

よ

つ
.
て
>

:

此
生
產
階
級
に
_

來
せ
る
楚
等(

貨 

胳)

三
西
リ
ー
ヴ
ル
は
、

小
作
人
に
ょ
つ
て
其
：

1

半
は
該
階
級
の
供
給
に
係
る
.農
產
物
の
.

消
費
の
た
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取
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西
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て
、
原
表
の
形
式
に
て
、
.こ
の
ニ
I

出

:

:

,

E
公

慰

診

§

_
ぢ

が

,

階
級
の
年
投
資
と
な
る
も
の
と
做
せ
る
が
故
ー
に(

同
認
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一
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ぐ
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不
塞
階
級
の
部
投
资
と
し
て
保
有
せ
ら
ふ
> :
;«
*
1
1一百
リ
ー
ザ.
ル
が
製.
作
品
の
原
料
f
農
產
物
の
代
金
と
し
て
生 

,
產
階
級
に
支
出
さ
る
べ
き
こ
と
を
洞

す̂
る
こ
と
の
な
か
つ
丨
た
山
1:
1
疋
太.
郞

博

土

は

、
：

「

生

産

階

級
.
に

殘

る

三

西

リ

ー

ヴ

ル

の

«
幣

-
し 

そ
、
經
濟
表
を
破
壞
す
る
癌
で
あ
る
。.」

(
r

大
阪
商
科
大
學
經
濟
哳
究
苹
報i

第
四
號
九
六
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'と
論
斷
せ
ら
る
、
が
、
之
は
製
作
品 

め
原
料
と
し
て
の
'農
產
物
の
代
金
と
し
て
不
生
產
階
級
よ
り
受
取.
る
貨
幣
三
百
リ
ー
ヴ.
：ル
：
と

合

し

て

、

生

產

階

級

よ

り

小

作

料

と

し

て

.
地
主
階
級
に
納
付
せ
ら
5.
、
も
0
で
あ
る
。

.

.
-

.. 

.

.

.

.
•
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• 

•
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• 
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•
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.
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要
.約
す
れ
ば
.、
本
年
度
の
最
初
、
前
年
放.の
小
作
料
と
し
て.生
產
階
級
の
小
作
人
よ
り
地
主
階
級
に
納
付
せ
ら
れ
た
貨
幣
六
¥
リ
ー 

,
ヴ
ル
は
一
申
は
地
生
隈
趴
よ
ヵ
豸
罾
料
の
代|«
と
し
て
生
產
階#
に
直
接
支
#
は
れ
-
他
の
一
半
は
，
地
主
階
級
よ
り
製
作
；：

|

の
代
傲 

と
し
て
不
生
產
階
級
に
支
拂
は
れ
た
後
、
不
生
產
階
級
よ
り
其
食
料
と
す
る
農
產
物
の
代
金
と
し
て
坐
產
階
級
に
支

.柳
は
れ
る
。
斯
く 

て
、.前
年
度
の
純
收
獲
と
し
て
の
農
產
物
六
百
リ
ー
ヴ
ル
を
地
主
•
不
生
產
兩
階
級
に
資
却
し
て
得
た
る
貨
幣
六
西
リ
ー
ヴ
ル
を
、
生 

.
'產
階
級
，の
農
業
經
營
潘
た
る
小
作
人
は
、
本
年
度
の
年
投
資
と
し
て
其
：

1

半
.を
其
雇
傭
す
.ろ
勞
働
盏
の
賃
銀
と
し
て
支
拂
ひ'他
の
一 

'
半
を
製
作
品
の
代
余
と
し
で
不
生
產
階
級
に
支
出
す
る
。へ
-
.
. 

.

■

へ
.

V
.

而
し
て
•にJ.

の
貨
幣
六
百
リ
ト
ヴ
ル
は
,
年

投

資

の

囘

收

七

し

て

先

取

得

せ

る

前

年

度

の

.農

產

物

六

百

リ

ー

ヴ

ル

の

一

半

三

西

リ

ー 

糨
：
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0

1
七
八)

ヴ
ル
を
生
璨
K
級
内
の
農
業
勞
働
者
の
食
料
と
-
^
.喪
却
し
、

叉
投
資
の
利
子
の
囘
收
と
し
で
先
取
得
せ
る
前
华
度
の
農
產
物
烹
西 

丨
グ
ル
を
、
不
坐
產
附
級
の
製
作
品
の
，：原
料
と
し
て
寶
却
す
る
こ
と
に
ょ
り
て
、
生
產
階
級
の
農
業
經
營
者
た
る
小
作
人
.の
手
に
囘
收 

さ

れ

令

？
：
次

，
い

.：で

、
，
こ

の

貨

幣

六
H
リ

ー

ヴ

ル'が
地
主
階
級
に
本
年
«
の

/h
#
料
ど
し
て
納
付
せ
ら
れ
> 

n

 

I

の
.支
出
が
次
年
度
. 

に
於
で
各
階
級
に
反
湲
さ
る
1
こ

と

、

な

る

の

で
.あ
る
0
. 
'
'
:
:
パ

;

- 

斯
く
、
!.
地
主
踏
級
の
所
得
士
等
額
队
貨
幣
、
.；こ

の

場

合

に

於

て

は

六

百

リ

ー

ヴ

外

の

貨

幣

が

、

循

環

し

て

，
生

產

，
不

坐

產

兩

附

級

の 

年
投
资
と
も
な
ゲ
、
叉
ぺ
地
主
階
級
の
所
得
と
も
な
る
の
で
.あ
る
。
故
に
本
稿
に
在
り
て
は
、
最
初
に
地
主
階
級
の
所
得
六
而
リ
ー
ヴ
” 

ル
も
、，.生
鹿
階
級
の
架
投
資
六
：白
リ
ー
ザ
ル
も
’：
更

に

又

、

不
，生

鹿

階

級

の

^

投

資

 
一一j

西
リ
：丨
ヴ
ル
も
何
れ
も
貨
幣
で
あ
る
'と
し
た
の 

で
あ
る
。
即
ち
、
こ
X
に
於
て
-
前
記
.の
二
つ
の
疑
問
丨
農
業
經
營
蓉
た
る
小
作
人
が
其
收
獲
せ
る
農
產
物
を
何
時V

何
人
に
致
却
し 

て
地
中
；に
小
作
料
を
貨
幣
に
て
納
付
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
\

地
主
階
級
の
所
得
に
+等
し
き
六
再
リ
ー
ヴ
ル
の
貨
幣
量
に
て
、
地
虫
階 

級
の
'所
得
の
み
な
ら
中
し
て
、.
.坐
產

•
不
生
產
兩
階
級
の
苹
投
資
を
も
貨
幣
で
あ
る
i
做
し
得
る
や
否
や
と
い
ふ
一
一
つ
の
疑
問
I
に
答 

.

.へ
得
た
も
の
と
信
中
る
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濟
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出
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農
產
物
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年
々
の
洱
生
產
額
並
に
其
消
赀
と
製
作
品
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年
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.製
作
額
並
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考
察
す
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す
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農
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が
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リ
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だ
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購

入

す
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三

百

リ1
ヴ

ル

ば

不'生
產

附

級

に

移

り

：
：
：
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.

最
後
に
，
其
の
中
の
三
百
”
丨
ヴ
ル
，
七

け

が

生

鹿

階

級

.に

.於
て
之
を
生
ぜ
し
め
た
人
々
に
ょ
分
て
：消
費
さ
れ
、
而
し
て
軍
に
也
の
三
百 

リ
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ヴ
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け
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る
し
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a
b
o
a
u

OEconomique by 

F
.

ro
u
e
s
n
a
^
.
p
. 

iii S
I
T

皮
文
逛

V
.
.

『

經
_
表」

ニ 

1頁)
も
.の
と
論
述
：す
る
？
即
ち
、
ヶ
..ネ
エ
は
¥
々
#
坐
產
せ
ら
る
\
農
產
物
ブ
千
ニ
西
リー

ヴ
ル
ま

.
-
:

.

.

.

 

.
.
.

 

/

 

•

 

-

 

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 •

•

 

, 
-
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

■

 

•

 

•

.

.

.

.

地
主
陪
級
に
て
服
人
消
費
す
る
も
の
三
百

'9
1
ヴ

ル

不

坐

產

階

級

に

て

腮

入

消

費

す

.る
も
の
_
三
西
リ
ー
ヴ
ル 

生
產
階
級
に
て
人
間
が
消
費
す
る
と
の
：一.11 苗

リ
ー

ヴ

ル

.

.
•
家

畜

の

消

費

す

る

も

の

.

'
三
西
リー

ヴ
ル 

" 

で
あ
る
と
做
す
0 

:
/ 

: 

:

*•

' 

/ 

>

然
'る
に
、
經
濟
表
第
二
版
の
第
一
表
*
彫
刻
版
刷
の
腺
表
の
下
の
附
記
に
據
れ
*は
、
農
夫
の
原
投
資
に
對
す
る
利
子
三
1-
1
リ
ー
ヴ
ル 

.

を
考
慮
ず
れ
ば
、
こ
の
囘
收
を
含
め
て
農
產
物
の
.搏
先
產
額
は一

千
五
0-
リ
：丨
ヴ
ル
と
な
る
も
の
で
あ
る
。(

错
波
文
沛『

M

表̂』

一
 

.

七
贺)

，
而
し
て
、
又
、
先
に
注
意
せ
る
如
く
、
不
'生
產
階
級
"は
、
觅
に
、
其
年
投
廣
を
生
產
隊
級
に
支
出
し
て
製
作
品
0 '
原
料
と
す
る 

' 

' 

農
產
物
三
西
.リ
ー
ヴ
ル
を
：購
入
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
次
苹
度
に
於
て
、
他
の
ニ
階
級
に
賣
却
す
る
製
作
品
六
西
リ
ー
ヴ
ル
を
製
作
し
得 

4
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
農
夫
の
原
投
資
の
利
子
を
考
慮
滑
る
時
の
農
產
物
一
千
五
百
リ
ー
ヴ
ル
は
、

地

主
|©
級

に

て

雕

入

消

費

す

る

も

の

 

三
西
リ
I
ヴ

ル

.

ゾ
 

.不
坐
產
陪
級
に
て
食
料
と
し
て
消
費
す
る
^

^
三

百

リ

ー

ガ

ル

.原
料
と
し
て
使
用
す
る
も
の
三
百
リ
ー
ヴ
レ 

张
產
&
級
に
て
人
間
の
消
費
ず
る
も
の
. 

' 

三
W
リ
I
ヴ

ル

家

畜

の

消

費

ず

る

も

の

•

三
西
リ
ー
ヴ
ル 

: 

で
あ
る
。
而
し
て
本
稿
の
前
記
の
解
說
に
據
れ
ば
坐
產
階
級
に
於
け
る
人
間
の
消
費
.三
百

リ

ー

ヴ%
は
、
單
に
其
使
用
さ
る
V
農
業 

勞
働
者
の
食
料
と
し
て
の
消
費
の
み
を
計
上
せ
る
も
.の
で
、
農
業
經
營
者
た
る
小
作
人
の
消
費
額
は
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
も
の
と
垮
へ
ら
，

;

,

'
:'
'■
ぐ

：
'
：
?
- 

.

.
'
'

へ
：」

斯
く
の
如
く
、
經_

第
一
一
版
に
於
5

、
投
資
の
利
+
を
S

す
る
に
、
原

投

資

象

投

寶f

ヴ
ル
の
君
の
三
ザ
リI 

ヴ
ル
と
し
て
■、
投
資
の
利
子
をS

一
 

割
の
三
西
リ
ー
ヴ
ル
と
せ
る
も
の
と
考
へ
ら
る
、
が
、
ミ
ラ
ボ
ォ
侯
の

『
經
濟
表
と
具
解
說』

に 

在
り
て
は
、
平
投
變
ハ
西
リ
ー
ヴ
ル
は
大
規
模
耕
作
に
使
用
す
る
馬
の
鋤
一
挺
の

^
投
資1

一
千
百
リ
ー
ヴ
ル
の
.七
分
ノ
一
一
と
な
る
を
以 

つ
て
、
其
原
投
資
は
鋤*
1挺
0
原
投
資
1
萬
リ
ー
ヴ
ル
の
七
分.ノ
ニ
即
ち
ニ
'千
八
百
五
十
七
リ
ー
ヴ
ル
餘
、
槪
藤
し
て
、
ニ
千
八
西
五 

十
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經
營
者
仁
る
小
作
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純
收
益
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地
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階
級
に
小
作
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六
西
リ
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レ

の
^
に
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ル
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又
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瓦
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；
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農
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濟
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參
照)

典
投
資
は
原
投
資
五
千
リ
ー
ヴ
ル
•
年
投
骛
ー 

千
五
十
”

|

ヴ
ル
'で
.あ
>

、
從
つ
て
，
典
投
資
の
利
子
ば'\
原
投
资
.
0利
子
五
西
リ
ー
ヴ
ル.
、
_年
投
资
の
利
子
耳
五
リ
ー
ヴ
ル
、
計
六 

.

1

リ
ー
ヴ
ル
，で.あ
る
：。
故
に
こ
の
投
資
の
利
子
を
蓮
す
る
時
。
農
產
物
W

塞

額

は

、
：'次
表
の
如
く
ニ
千
七
星
リ
ー
ヴル
と
な 

f

の
で
あ
る
。
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萬
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產
階
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主
及
び
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作
人
に
、
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品
を
寶
却
せ
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芩
り
令
一
半
は
坐
產
階
級
に
支
出
す
る
も
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他
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半
は
保
存
の
爲
め
並
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濟
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Q

S
と
記
述
す
る
。
即
ち
不
生
迓 

階
級
の
も
の
も
、
■

作
品
_

代

金

羞

產

•

不

牢

讓

階

級

I

分
I

枭

る

も

の

.と
す
る
の
で
ぁ
る
ノ
而
し
て
、
'職
人
は
如 

的
な
る
.理
FI
1
に
よ
り
て
自
己
の
腸
す
る
不
生
產
階
級
內
に
、
そ
れ
を
支
出
す
る
か
と
言
ふ
に
*
本
#
の
评
說
に
於
て
は
他
の
職
人
の 

製
作
品
を
購
人
す
る
お
め
に
ゝ
同
じ
不
生
產
階
級
に
变
出
す
る
も
の
と
做
し
に
ァ
而
も
、
そ
の
貨
幣
は
職
人
相
.互
の
賣
賈
に
よ
り
て
、
' 

W
び
こ
®
職
人
の
手
に
復
歸
し
す
、.製
作
品
の
肢
料
と
し
て
使
用
オ
べ
き
農
產
物
塞
入
す
る
本
年
度
-の
年
投
資
と
し
て
保
府
さ
る
、, 

も
の
と
親
察
し
仁
,0

然
し
な
..が
ら
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こ
の
-̂
投

資

に

よ

り

て
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購

入
さ
る
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農
產
物
三
百
リ
ー
ヴ
ル
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製
作
品
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原
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、
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し

て
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し 
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製
作
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販
寶
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肌
間
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產
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西
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ヴ
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費
す
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す
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.
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璐
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が
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の
憤
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。
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.
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檢
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S補
表
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象

說

I:

贫

！1
|章
第

十
1
:琢
に
於
て
、
交
換
幣
の
介
按
せ
ざ
る
も
の
と
し
、.農
産
物
は
部
投
資 

ニ 

(
l
y
-

值
フ
ラ
ン

)

と
原
投
資
十(

百
億
.フ
ラ
ン
.

)

，
の

維

持

の

た

め

の

，
一

；

(

平

億
I
:
.ン.
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よ
b
て

句

々

五

(

H1
1

億

フ

ヲ

ン
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#
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產

'
せ

ら
^

1
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の
と
し
、
與
内
の-

(

コ
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镦

フ
ラ
ン)

生

產

階

級

に

•
：

郎

支

出

の

同

次

と
 

し

て

先

づ

取

得

さ
.れ
名

も

の2
す

る
0
.雨
し

て

、こ
の
澧
產
物
1
ー1
の

內

，
の

ニ

は

生

產

階

級

释

本

择

度

の

紙

投

資

士

し

て

、
：，
：
こ

の

階

級

に
 

靥

す

る

も

.0
:、
食
料
と
じ
て
消
費
せ
'ら
れ
ノ
殘
0
の
一
は
原
投
資
の
修
復
維
持
め
.た
め
不
生
產
階
級
0
製
作
品
ー
と
：

(

物
々)

交
換
さ

る
、
も
の
と

す
。
而
し
て
、
こ
の
農
産
物
一
は
不

塵

階
級
に
て
食
料
及
び
製
作
品
の
原
料
と
し
て
使
用
せ
ら
る
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の
と
す
る
。
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々

純
收
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し
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莖

產
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農

産
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代

と

し
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付
せ
ら
れ
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一
の
盡
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階
級
の
食
料
と
し
て

消
嫂
せ
ら
れ
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農
産
物
一
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不
生
產
階
級
の
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作
品
一
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物
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交
換
せ
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れ
、
而
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の
農
康
物
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も
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_

階
級
に
て
食
料
及
び
製
作
品
の
原
料
と
し
て
使
用
消
I

ら
る
、
も
の
と
す
る
。
斯
く
て
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不

生

產

階

容
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費
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摩
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の
柄
l

i

農

囊
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製
作
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と
の(

物
：6
.交
換

t
ょ
り
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得
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産
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料
と
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の
一 

I
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の
原
料
と
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し
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不
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は
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品
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原
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と
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し
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三
分
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作
る
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作
品
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.地
主
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の
農
産
物
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叉
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す
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锁
說
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と
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今

*
斯
の
如
き
'ポ
ォ
ド
ォ
の
解
釋
を
經
濟
表
第
二
版
の
原
表
に
適
用
す
れ
ば
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不
生
產
階
級

.CD
,一
 
職
人
が
其
雒
投
資
三
西
リ
ー
ヴ
ル
. 

を支
=1

し
て
坐
產
階
級
よ
.り
購
入
す
る
三
西
リ
ー
ヴ
ル
0
製
作
ロ
|
の
原
料
は
三
等
分
せ
ら
れ
、
こ
の
西
リ
ー
ヴ
ル
の
農
產
物
を
原
料
と 

し
て
製
作
せ
ら
れ
た
る
製
作
ロ i

は
地
中
；階
級
に
三
亩
リ
ー
ヴ
ル
に
て
賢
却
せ
ら
れ
、
又
、
百

リ

ル

の

農

產

物

を

，加
エ
せ
る
製

11
-:は 

は
生
窟
奶
級
に
一
一
一
西
リ

：

1
ヴ
.ル
に
.て
賣
却
せ
k
る
、
こ
と
V
な
る
。
而
し
て
尙
不
生
產
階
級
の
使
用
の
|3
め
に
西
リ
I
ヴ
ル
の
農
產
物 

を
聪
料
と
す
る
仙
の
階
級
に
三
西
リ
.
1ヴ
ル
.に
て
寶
.却
せ
ら
れ
た
と
等
し
い
價
値
の
.製
作
品
が
存
在
し
得
る
こ
と
、
-4
'
る
0 

斯

く

て一

一
百
リ

--
ヴ

ル
の
'農
産
物
を
加
工
せ
'る
製
.作
品
を
地
、

H
-

V

生
產
兩
階
級
に4

ハ
西
：リー

ヴ
ル
に
寶
却
せ
る
不
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產
階
級
の
- .
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人
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見
四
l̂
■
リ
ー
ヴ
ル
.の
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益
令
取
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せ
る
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に
思
は
ふ
.
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作
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し
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販
寶
す
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期
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西
リ
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ヴ
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ル
の
農
產
物
々
原
料
と
せ
,0
.製
作
品
.と
、
食
料
と
し
て
の
*
產
物
三
百
リ
I
ヴ
ル
を
使
用
.
•消
費

す

る

が

故

に

，
、

こ

の

•

に

よ

る

利 

益
四
西
リ
ー
ヴ
ル
は
、
旣
に
沏
费
せ
る
四
|
2リ
|
ヴ

ル

の

，費

用

の

囘

收

に

過

.ぎ
'な
.い
も
の
で
、
.何
等
の
純
收
益
を
殘
|

の
で
は
な
い

の

で

あ

る
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こ
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濟
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製
作
品
は
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地
主
階
&

資
却
さ
る
、
も

の

-
:_三
西
リ

ー
ヴ

ル

.生
產
階
級
に
寶
却
さ
る
、
も
の
三
百
リ

I
ヴ
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..
'

.^ ,
生
產
喈
級
內
に
：で
彼
用
さ
る
、
も
の
三
西
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ヴ
ル
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:
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_

九
西
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リ

丨

ヴルと
な
る

も
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で
あ
る
が
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生
產
階
級
内
に
て
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せ
ら
る
、
製
作

品
三
百
リ
丨
ヴ
ル
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費
則
一
一.西
リ
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ヴ
^ ;
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原
料
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'
:

で
農
產
_
百
リ
丨
ヴ
ル
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製
作
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朋
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食
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と
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で
の
農
鷹
否
リ
丨
ヴ
ル)
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ヴ
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ヴ
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せ
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作
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踏
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總
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す
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就
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前
記
の
解
、說
に
ょ
り
共
表
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す
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例
礙
F
農
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の
再
建
後
の
对
证
久
ノ
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消
費

'

V

神
生
産
の
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本
的
秩
序
を
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か
に
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得
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.の
で
あ
る
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